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6・7面　タウンガイド
催し・講座・子育て・募集・お知ら
せなど、暮らしに役立つ便利な情報
が満載。

２面　商店街と地域経済で活性化
市では、皆さんが商売や買い物をし
やすい環境づくりを進めています。
市内で楽しく買い物をしましょう。

３面　家の管理方法を話し合おう
管理不全の空き家は多くの問題を引
き起こします。大切な家が将来放置さ
れないよう予防策を話し合いましょう。

４・５面　生徒がつくる安心・安全
睦合東中学校がインターナショナル
セーフスクールの認証を取得。同校
の取り組みを紹介します。
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11
月
14
日
、
厚
木
市
が
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
（
Ｓ
Ｃ
）
の
再
認
証
を
果
た
し
ま

し
た
。
Ｓ
Ｃ
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機

構
）
が
推
奨
す
る
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
活
動
。
平
成
22
年
に
初
め

て
認
証
を
取
得
し
た
市
の
取
り
組
み
が
、

再
び
世
界
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
よ
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
に
し
よ
う
と
、
平
成
20
年
か
ら
活
動
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
地
域
住
民
と
行

政
が
一
体
と
な
り
、
交
通
安
全
や
防
犯
な

ど
の
視
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
実

施
。
市
内
各
地
で
、
登
下
校
す
る
子
ど
も

の
安
全
を
見
守
る
「
愛
の
目
運
動
」
や
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
取
り
組
み
の
結
果
、
平
成
20
年
に
１

７
５
１
件
発
生
し
て
い
た
市
内
の
交
通
事

故
件
数
が
、
平
成
26
年
に
は
１
０
７
５
件

に
減
少
し
た
ほ
か
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

「
体
感
治
安
が
向
上
し
て
い
る
」
と
い
う

結
果
が
出
る
な
ど
、
多
く
の
効
果
が
表
れ

て
い
ま
す
。

　

認
証
審
査
員
か
ら
「
多
く
の
住
民
が
関

わ
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が

素
晴
ら
し
い
」
と
高
く
評
価
さ
れ
た
厚
木

市
の
Ｓ
Ｃ
活
動
。
市
で
は
今
後
も
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
共
に
、
誰
も
が
笑
顔
で
暮
ら

せ
る
環
境
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

問
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
☎
225
‒
２
８
６
５

www.city.atsugi.kanagawa.jp

編集・発行／厚木市政策部広報戦略課
〒243‒8511 神奈川県厚木市中町3-17-17
TEL.046‒223‒1511㈹ FAX.046‒223‒9951

人権は誰もが平等に守
られるべきものです。
人権を尊重しましょう。

12月４～10日

交通事故や犯罪被害に遭わないよう、子どもの登下校を見守る「愛の目運動」

11月14日に実施された再認証記念式典

子どもの事故やけがを予防する
「危険予知トレーニング」

市内を巡回し、安全
を見守る「青パト」

地域住民が自主的に取り組む
「防犯パトロール」

交通事故を再現し恐ろしさを学ぶ
「スケアードストレート」

世
界
に
誇
る

安
心・安
全
な
ま
ち
へ

問市民協働推進課☎225-2215

人 間権 週

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
認
証
を
取
得

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
認
証
を
取
得



２平成27年12月１日

　通知カードの送付が始まったマイナンバー制度（社会保障・税番
号制度）。身分証明書としても使える個人番号カードの取得には申
請が必要です。
★申請方法★
《郵送》①顔写真を貼り付けた交付申請書に
必要事項を記入②通知カードに同封されて
いる封筒で所定の送付先（地方公共団体情
報システム機構）に送付③市からの交付通
知書を受け取った後、市役所で受け取り

《パソコン･スマートフォン》①スマートフォン
やデジタルカメラで顔写真を撮影②個人番号申
請用ウェブサイトにアクセス③必要事項を入力
し、顔写真データを添付して送信④市からの交
付通知書を受け取った後、市役所で受け取り

業
者
に
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
市
街
地
の
空
き
店
舗
を
利
用
し

た
出
店
希
望
者
へ
の
改
装
費
・
家
賃
補
助
や
、

店
舗
経
営
の
相
談
に
応
じ
る
専
門
家
の
派

遣
、
商
店
会
の
販
売
促
進
に
つ
な
げ
る
宣
伝

や
景
品
費
用
の
支
援
な
ど
、
商
業
者
へ
の
支

援
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

市
内
で
の
買
い
物
が
お
得

　

近
隣
へ
の
大
型
店
舗
の
進
出
な
ど
、
市
内

の
消
費
環
境
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
地
域
経
済
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
消
費

が
支
え
て
い
ま
す
。
商
業
の
縮
小
は
身
近
な

店
舗
の
撤
退
を
招
き
、
生
活
を
不
便
に
し
ま

す
。
一
方
、
消
費
活
動
の
活
発
化
は
税
収
の

増
加
に
つ
な
が
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

と
い
う
形
で
皆
さ
ん
に
還
元
さ
れ
ま
す
。

　

市
商
店
会
連
合
会
の
齊
藤
裕ひ

ろ
し

会
長
（
64
・

中
町
）
は
「
商
業
振
興
に
は
長
期
を
見
据
え

た
官
民
一
体
の
取
り
組
み
が
必
要
。
私
た
ち

商
業
者
は
、
人
が
自
然
に
集
ま
る
よ
う
な
温

か
味
の
あ
る
商
店
街
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
」
と
力
を
込
め
ま
す
。
商
店
街
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
を
担
う
場
で
も
あ
り
ま

す
。
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
お
得
な
セ
ー
ル

を
利
用
し
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

問
商
業
に
ぎ
わ
い
課
☎
225
‒
２
８
４
０

　

市
内
の
小
売
業
の
年
間
販
売
額
は
、
２
０

３
１
億
円
（
平
成
24
年
統
計
）
に
上
り
、
厚

木
市
は
県
央
地
域
で
最
も
大
き
な
商
圏
を
形

成
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
長
引
く
景
気
の

低
迷
は
、
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。
市
は
21
年
に
商
業
に
ぎ
わ
い

課
を
新
設
。
商
店
会
と
連
携
し
、
地
域
経
済

を
支
え
る
商
業
の
振
興
や
、
買
い
物
が
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

商
店
街
を
支
援
し
活
性
化

　

26
年
に
は
、
多
彩
な
シ
ョ
ッ
プ
や
映
画
館

な
ど
か
ら
な
る
複
合
施
設
「
ア
ミ
ュ
ー
あ
つ

ぎ
」
を
整
備
。
周
辺
の
通
行
者
が
開
業
前
か

ら
約
3
割
増
え
る
な
ど
、
大
き
な
効
果
を
挙

げ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
市
街
地
を
再
開
発

す
る
計
画
も
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
集
客

力
の
あ
る
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
は

じ
め
、
街
を
彩
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
や
花
を
飾
る
活
動
へ
の
支
援
な
ど
、
商
店

街
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
家
計
を
支
援
す

る
「
子
育
て
パ
ス
ポ
ー
ト
Ａア

ユ

コ

Ｙ
Ｕ
Ｃ
Ｏ
」
を

18
年
か
ら
実
施
。
登
録
店
舗
で
割
引
や
特
典

を
受
け
ら
れ
る
こ
の
取
り
組
み
は
、
顧
客
の

新
規
獲
得
や
店
舗
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
た
め
、
子
育
て
世
帯
だ
け
で
な
く
商

　市内の経済を支えているのは、市民の皆さんの消費活動です。市
では地域経済を活性化するため、商売や買い物がしやすい環境の整
備に努めています。年末年始は何かと物入りな季節。買い物にはぜ
ひ、お近くの店舗をご利用ください。

商
業
振
興

ト
ピ
ッ
ク

商店会のイベントにはうれしい特典が盛りだくさん

年末年始は市内で買い物を

商店街と地域経済を活性化

　

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
に
、

厚
木
市
か
ら
ア
ス
リ
ー
ト
を
送
り
出
し
た

い
―
。
２
０
２
０
年
に
向
け
て
込
み
上
げ
る

思
い
は
、私
一
人
の
夢
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

夢
を
現
実
の
も
の
と
す
る
た
め
、
多
く
の

五
輪
選
手
や
メ
ダ
リ
ス
ト
を
輩
出
す
る
日
本

体
育
大
学
と
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
「
體た

い

育い
く

富ふ

強き
ょ
う

之の

基も
と
い」。
日
体
大
の
建
学
の

精
神
は
、
世
界
レ
ベ
ル
の
競
技
者
・
指
導
者

を
育
て
、
全
て
の
人
々
の
心
身
の
健
康
を
育

む
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
県
内
初
と
な
る
協
定

で
は
、
ト
ッ
プ
選
手
に
よ
る
選
手
強
化
、
子

ど
も
た
ち
が
高
水
準
の
施
設
や
五
輪
選
手
に

触
れ
ら
れ
る
体
験
入
学
、
指
導
者
向
け
講
習

な
ど
で
連
携
し
ま
す
。
高
齢
者
の
健
康
寿
命

を
延
ば
す
取
り
組
み
に
も
、
力
を
貸
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

締
結
式
で
松
浪
健
四
郎
理
事
長
は
「
厚
木

市
は
、
世
田
谷
区
に
も
大
学
を
持
っ
た
と

思
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
五
輪
で
約
１
２
０
の
メ
ダ
ル
（
団
体

含
む
）
を
獲
得
し
て
い
る
日
本
が
誇
る
ス

ポ
ー
ツ
の
名
門
か
ら
援
軍
を
得
て
、
子
ど
も

も
大
人
も
夢
を
持
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
向
き
合

え
る
環
境
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

元
気

松浪理事長と協定書を締結

受け取り時の必要書類＝交付通知書、通知カード、運転免許証な
どの本人確認書類、お持ちの方は住民基本台帳カード。
カード交付時期＝来年1月以降。申し込み状況によっては、2・3月
になる可能性もあります。
顔写真＝無帽、正面、無背景で6カ月以内に撮影したもの（縦4.5
㌢×横3.5㌢）。裏面に氏名、生年月日を記入してください。

●注意事項●

機関が分散管理する個人情報をつなぐマイナンバー

　お客様への感謝を込めて、大売り
出しを開催します。
《期間》12月1～15日
《場所》フラッグを掲げた店舗
《特典》500円以上お買い上げで、
スピードくじにチャレンジ

《景品》特賞1万円（333本）など総
額733万円分のお買い物券、市制
60周年記念品

問市民課☎225-2039 マイナンバー制度はフリーダイヤル☎0120-95-0178

問市商店会連合会☎244-3940

個人番号カードの申請方法の確認を

’15 あつぎ元気大売り出し

他にもたくさん！ お得な特売セール

わくわく厚木 検 索

商店会名 内容 期間

中央通り名店街
（中町、寿町）

ハトシール10倍サー
ビス・抽選会 12月4～6日

シール冊数により商
品と交換 12月5日

元町商工睦会
シクラメンのプレゼ
ントセール 12月下旬

福袋セール
（船喜多神社） 12月31日～1月1日

高校通り商友会
（水引、栄町）

「あつぎ元気商品券」
プレミアムセール 12月31日まで

厚木一番街商店街 厚木一番街抽選会 毎月1日と11日

パティオとびお 大売り出し
歳末謝恩福引 12月11～26日

あつぎ 元気Wave
CATV 12/1〜放送

目印のフラッグ

個人番号カード
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高
度
成
長
期
に
整
備
さ
れ
た
市
内
の
郊
外

住
宅
地
で
は
、
急
激
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
核
家
族
化
が
進
む
今
、
家
の
所
有
者

が
管
理
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
親
族
な

ど
が
遠
方
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
多
く
、
空

き
家
を
適
切
に
管
理
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
を
放
置
す
る
と
、荒
れ
た
庭
木
や
害

虫
が
近
隣
住
民
の
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
そ
の
他
、
景
観
の
損
失
や
治
安
の
悪

化
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
老
朽
化
し
た

家
屋
は
倒
壊
す
る
危
険
性
も
生
じ
ま
す
。

空
き
家
に
な
る
前
に
対
策
を

　

市
内
の
家
を
相
続
し
た
70
歳
代
の
女
性

（
都
内
在
住
）
は
「
住
ま
い
が
遠
く
長
い
間

管
理
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
市
か
ら
連
絡
を

受
け
確
認
し
た
ら
ひ
ど
い
状
態
で
、
近
隣
の

方
に
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
っ
た
。
今
後
は

し
っ
か
り
と
管
理
し
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
空
き
家
を
適

切
な
状
態
に
戻
す
に
は
、
費
用
と
時
間
が
掛

か
り
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
将
来
、
自
分
の

家
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
ら
な
い
よ
う
予

防
す
る
こ
と
で
す
。
家
の
管
理
方
法
な
ど
に

つ
い
て
、
家
族
で
事
前
に
話
し
合
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

相
続
人
が
多
い
と
、
管
理
や
賃
貸
、
売
却

な
ど
の
話
が
進
ま
な
い
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
財
産
を
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぐ
に

は
、
遺
言
を
公
正
証
書
に
記
録
し
て
お
く
こ

と
も
有
効
な
方
法
の
一
つ
で
す
。

　

入
院
や
施
設
入
所
に
よ
り
長
期
間
家
を
空

け
、親
族
に
管
理
を
依
頼
で
き
な
い
場
合
は
、

見
回
り
や
除
草
作
業
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
外
注
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

市
の
助
言
や
指
導
を
強
化

　

こ
と
し
５
月
に
は
、「
空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
全
面
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
周
辺
に
著
し
く
悪
影
響
を
及
ぼ

す
管
理
不
全
の
空
き
家
に
は
、
指
導
、
勧
告
、

行
政
代
執
行
の
措
置
が
取
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、空
き
家
の
所
有
者
な
ど
に
対
し
、

適
切
に
管
理
す
る
よ
う
助
言
や
指
導
を
進
め

て
い
ま
す
。
27
年
度
中
に
は
空
家
等
対
策
協

議
会
（
左
欄
参
照
）
を
設
置
し
、「
空
家
等

対
策
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
今

後
も
空
き
家
の
適
切
な
管
理
の
促
進
、
予
防

の
強
化
な
ど
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
住
宅
課
☎
２２５‒

２
３
３
０

家
の
管
理
方
法
を
話
し
合
お
う

トピック 空き家対策

大
切
な
家
が
将
来
、
放
置
さ
れ
な
い
よ
う
に

長年管理されず庭に雑草が生い茂る市内の空き家

　

近
年
、
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
放
置
さ
れ
た
空
き
家
は
、
庭
木
が
荒
れ
、
倒

壊
の
危
険
な
ど
を
伴
い
、
近
隣
住
民
の
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
大
切
な
家
が
将
来
、
放
置
さ
れ
な
い
よ
う

管
理
方
法
な
ど
を
事
前
に
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　障がい者の自立と社会参加に向け、一人一人が障
がいへの理解を深め、人格と個性を尊重し支えあう
社会をつくりましょう。

　１ 障がいへの理解
⃝❶�障がいは誰にでも生じ得るものです。他人事では
なく自分に身近なこととして認識しましょう。
⃝❷�障がいは多種多様です。程度や生じた時期の違い
など、同じ障がいでも一律ではありません。
⃝❸�外見では、分からない障がいもあります。
⃝❹�周囲の理解や配慮によってできることがたくさん
あります。

　２ 日常生活や事業活動での配慮や工夫
⃝❶�困っていそうな場面を見掛けたら「何かお困りで
すか」と一声掛けて、お手伝いをしましょう。

⃝❷�商品やサービスを提供する際は、どのような配慮
が必要か尋ねましょう。

⃝❸�「障がいがあるから」と決め付けず、それぞれの
個性や能力を生かすことを一緒に考えましょう。

問障がい福祉課☎225-2221

　市障害者福祉事業所連絡会と協働し、 
市内の事業所などで働く障がい者の手
づくり製品の展示・即売会を開催。
《日時》12月7～9日　1０時～1４時３０分
《場所》市役所本庁舎正面玄関脇
　売り上げは、障がい者の生活支援に
つながります。

12月３～９日は障害者週間 知ってる？ 障がいに関するマーク

障がい者の手づくり製品展示・即売会一人で悩まないで相談を

障がいについて考えよう 聴覚障がい者標識
聴覚障がい者が運転する自動
車に表示するマーク

白杖ＳＯＳシグナル
白杖を頭上50㌢程度に掲げて
いる人に手を差し伸べようと
いう運動を広めるマーク

オストメイトマーク
人工肛門・人工ぼうこうを造設し
ている人（オストメイト）のため
の設備があることを示すマーク

　市の空き家対策の基本方針となる空
家等対策計画の策定に向けて、協議す
る委員を募集します。
　《対象》市内在住在勤在学で①応募
日現在18歳以上②他の付属機関などの
委員でない③平日昼間の会議（任期中
6回程度）に出席できる④市の議員・職
員でない―の全てを満たす方３人程度
《任期》平成28年2月～（2年間）《報酬》
日額7800円（交通費含む）。申住宅課
や公民館などにある申込書（市ホーム
ページからダウンロード可）に応募動
機と小論文（400字程度）を添え、直
接または郵送、ファクス、Eメールで、
1月4日（消印有効）までに〒24３-8511
住 宅 課 ☎225-2３３0・薨224-0621・
e -ma i l＝ 5 5 5 0@c i t y . a t s u g i .
kanagawa.jpへ。書類選考、面接あり。

空家等対策協議会の委員を募集

○障害者総合相談室ゆいはあと
　（障がい者基幹相談支援センター）
　�　障がい者が安心して日常生活を営むため
の総合相談室です。

　《場所》
　�総合福祉センター2階（平成28年３月までは4
階）問ゆいはあと☎225-2904・薨295-３410
○障がい者相談支援センター
　�　「ゆいはあと」と同じように相談が受け
られます。

　《場所》
　ハートラインあゆみ（中町4-6-11）　
� 問☎259-571３・薨259-5714
　厚木精華園「ここから」（鳶尾4-9-18）
� 問☎280-4410・薨241-2888
　ミュー「わたしの夢」（戸室３-17-11）
� 問☎205-4026・薨205-4027

ハート・プラスマーク
内部障がいや内臓疾患を示す
マーク
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「
小
学
校
の
取
り
組
み
を
も
っ
と
発
展
さ

せ
た
い
」「
中
学
校
で
も
安
全
な
学
校
を
つ
く

る
活
動
を
し
た
い
」
―
。
生
徒
た
ち
が
抱
い

て
い
た
思
い
を
行
動
に
移
し
た
の
は
平
成
25

年
の
こ
と
。
清
水
小
学
校
で
I
S
S
活
動
に

取
り
組
ん
だ
生
徒
た
ち
が
自
ら
声
を
上
げ
、

入
学
し
た
睦
合
東
中
で
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
学
校
が
あ
る
睦
合
南
地
区
は
、

安
心
・
安
全
な
環
境
を
つ
く
る
セ
ー
フ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
積
極
的
に
展
開
す
る
地

域
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
意
識
が
根
付

く
地
域
の
土
壌
も
、
I
S
S
活
動
の
開
始
を

後
押
し
し
ま
し
た
。

　
　
デ
ー
タ
を
収
集
し
改
善

　

安
心
・
安
全
な
学
校
に
す
る
た
め
に
は
何

が
必
要
か
。
初
め
に
生
徒
で
話
し
合
い
、
さ

ら
に
教
職
員
、
保
護
者
、
地
域
住
民
を
交
え

て
繰
り
返
し
議
論
を
し
ま
し
た
。
浮
か
び
上

が
っ
た
の
は
「
校
内
で
の
け
が
が
多
い
」「
い

じ
め
や
暴
力
が
あ
る
」「
交
通
安
全
や
防
災
・

防
犯
へ
の
意
識
が
低
い
」
と
い
っ
た
課
題
で

し
た
。

　

真
っ
先
に
挙
が
っ
た
の
は
、
け
が
の
多
さ

で
す
。「
い
つ
」「
ど
こ
で
」「
誰
が
」「
ど
ん

な
」
け
が
を
し
て
い
る
の
か
、
保
健
委
員
会

が
中
心
と
な
り
デ
ー
タ
を
集
め
ま
し
た
。
毎

日
欠
か
さ
ず
カ
ウ
ン
ト
し
た
と
こ
ろ
、
体
育

の
授
業
や
部
活
動
な
ど
運
動
中
の
発
生
が
多

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
特
に
目
立
っ
た

の
が
校
内
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
。
生
徒
た

ち
は
、
陥
没
箇
所
や
凸
凹
に
な
っ
て
い
る
部

分
を
調
べ
て
市
に
改
善
を
提
案
し
、
補
修
を

実
現
し
ま
し
た
。

　

一
人
一
人
に
よ
り
高
い
予
防
の
意
識
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
校
舎
内
に
け
が
の
発

生
状
況
や
変
化
な
ど
の
デ
ー
タ
を
掲
示
し
た

ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
を
招
い
た

ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
・
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
研
修
会

も
開
き
ま
し
た
。
取
り
組
み
の
結
果
、
昨
年

の
１
学
期
に
63
件
発
生
し
て
い
た
け
が
が
、

こ
と
し
の
1
学
期
に
は
32
件
に
ま
で
減
少
し

ま
し
た
。保
健
委
員
長
の
井
上
千ち

優ひ
ろ

さ
ん（
３

年
）
は
「
廊
下
を
走
ら
な
い
な
ど
、
日
常
の

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
に
気
を
付
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
の
意
識
が
高
ま
っ
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
　
学
校
全
体
で
意
識
を
共
有

　
「
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
に
は
、い
じ

め
や
暴
力
の
な
い
環
境
が
絶
対
に
必
要
」
と

力
説
す
る
の
は
生
徒
会
長
の
津
田
鷹た
か

秀ひ
で

さ
ん

（
３
年
）。「
各
ク
ラ
ス
の
結
束
が
強
く
な
れ

ば
、
み
ん
な
が
仲
の
良
い
学
校
に
な
る
は
ず

だ
と
思
い
ま
し
た
」
と
力
強
く
話
し
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
い
じ
め
を
な
く
す
方
策
や
反

省
点
、
こ
れ
ら
の
目
標
な
ど
に
つ
い
て
、
熱

の
こ
も
っ
た
話
し
合
い
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
「
い
じ
め
を
し
な
い
。
見
て

見
ぬ
ふ
り
を
し
な
い
」
と
宣
言
・
署
名
し
、

リ
ボ
ン
を
身
に
着
け
る
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

運
動
」
を
展
開
。
さ
ら
に
、
誰
か
に
親
切
に

し
た
り
、
誰
か
を
笑
顔
に
さ
せ
た
り
と
い
っ

た
、
生
徒
が
取
っ
た
思
い
や
り
の
あ
る
行
動

を
紙
に
書
い
て
花
や
実
と
し
、
一
本
の
大
き

な
木
に
張
り
付
け
る
「
い
じ
め
ゼ
ロ
の
木
」

を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

日
々
の
活
動
を
見
守
る
教
職
員
か
ら
は「
生

徒
同
士
で
お
互
い
を
見
守
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
暴
力
の
現
場
を
目
に
し
た
と
き
、
報
告
に
来

る
生
徒
が
増
え
た
」と
い
っ
た
声
が
挙
が
る
な

ど
、い
じ
め
や
暴
力
を
許
さ
な
い
と
い
う
雰
囲

気
が
学
校
全
体
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
　
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む

　

生
徒
が
地
域
の
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参

加
す
る
な
ど
、
活
動
は
校
外
に
も
広
が
り
ま

し
た
。
地
域
で
も
、
小
中
学
生
の
安
全
の
た

め
、
住
民
や
保
護
者
な
ど
が
学
校
と
連
携
す

る
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
組

織
し
て
い
ま
す
。
議
長
の
山
村
勝
美
さ
ん

（
73
・
妻
田
北
）
は
「
防
災
訓
練
や
美
化
清
掃

な
ど
の
活
動
で
大
人
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と

で
社
会
勉
強
を
し
、
将
来
、
地
域
の
担
い
手

と
し
て
成
長
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
も

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
守
り
育
ん
で
い

き
た
い
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

　

地
域
で
は
、
通
学
路
に
立
っ
て
登
下
校
を

見
守
る
「
愛
の
目
運
動
」
や
地
域
内
の
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
。
学
校
周
辺
を
見
守
る

ほ
か
、
防
災
訓
練
の
積
極
的
な
受
け
入
れ
な

ど
、
生
徒
の
防
災
意
識
も
高
め
て
い
ま
す
。

登
下
校
時
の
交
通
事
故
や
不
審
者
に
よ
る
犯

罪
被
害
を
な
く
そ
う
と
、
生
徒
と
保
護
者
が

通
学
路
を
歩
き
、
通
学
路
の
安
全
も
点
検
。

危
険
箇
所
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
「
通
学
路

安
全
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
　
認
証
の
先
へ
続
く
歩
み

　

10
月
7
日
、
い
よ
い
よ
I
S
S
認
証
審
査

員
に
よ
る
現
地
審
査
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
強
い
緊
張
を
強
い
ら
れ
な
が

ら
も
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
一
つ
一
つ
を

堂
々
と
報
告
し
ま
し
た
。
審
査
員
へ
の
説
明

を
終
え
た
生
徒
に
は
一
様
に
安あ
ん

堵ど

の
表
情
が

浮
か
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
11
月
13
日
、
認
証
取
得
の
証
で
あ

る
フ
ラ
ッ
グ
が
生
徒
の
元
へ
届
け
ら
れ
ま
し

た
。
南
波
正
志
校
長
は
「
生
徒
た
ち
に
、
地

域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
人
の

役
に
立
ち
た
い
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
て
い

る
。
活
動
を
通
じ
て
『
自
ら
考
え
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
解
決
を
目
指
し
て
い
く
』
と
い

う
経
験
が
で
き
た
成
果
だ
と
感
じ
る
」
と
生

徒
た
ち
の
変
化
に
目
を
細
め
ま
す
。

　

フ
ラ
ッ
グ
を
手
に
し
た
綿わ
た

貫ぬ
き

創
太
さ
ん

（
2
年
）
は
「
誰
か
に
指
示
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
で
考
え
て
行
動
す
る
の
は
大

変
で
し
た
。
そ
の
分
や
り
遂
げ
た
達
成
感
は

と
て
も
大
き
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
取
り
組
み
を
続
け
、
活
動
を
学
校
の

外
へ
も
広
げ
て
、
ま
ち
全
体
で
取
り
組
め
る

よ
う
に
な
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。
I
S
S
認
証
ま
で
の
道

の
り
を
、
力
を
合
わ
せ
て
歩
ん
で
き
た
生
徒

た
ち
。
そ
の
顔
に
は
、
達
成
感
と
未
来
へ
の

希
望
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

身
の
周
り
の
環
境
を
安
心
・
安
全
な
も
の

に
す
る
に
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
た
ち
が
課

題
の
発
見
と
解
決
の
た
め
に
協
力
し
合
う
こ

と
が
必
要
で
す
。
睦
合
東
中
学
校
の
生
徒
た

ち
は
、
仲
間
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民
や
保
護
者

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
力
を
合
わ
せ
る
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
私
た
ち
も
生
徒
た
ち

と
思
い
を
同
じ
く
で
き
れ
ば
、
安
心
・
安
全

な
地
域
を
自
ら
の
手
で
つ
く
る
こ
と
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
学
校
教
育
課
☎
２２５-

２
６
６
０

あいさつをしたら葉（緑）を、誰かを笑顔にしたら花（黄）を、誰かに親切なことをしたら実（赤）を「いじめゼロの木」に張り付ける

地域の防災訓練に参加し消火器の扱いを学ぶ生徒 いじめをしないと宣言取り組みが認められISSの認証を取得

国際セーフスクール
認証審査員
イ・チョンアさん（韓国）

　現地審査で生徒の発表を聞いて、睦合東
中学校が生徒たちを中心に、さまざまな課
題に対し、熱心に取り組んでいる様子が伝
わってきました。特に地域とPTAと学校が
積極的に連携して活動に当たっているとこ
ろが素晴らしいと感じました。
　セーフコミュニティは、他の地域と情報
を共有し合い、共に学ぶことが必要です。
これから生徒たちには自分たちの活動を他
の小中学校や地域へ、そして世界へ発信し
ていってほしいと思います。
　そのためには、どのような工夫でどうい
う結果が得られたのか、失敗も含めた取り
組み一つ一つの過程を細かく記録し続ける
ことが大切です。今後は具体的な事例を多
く積み上げていってもらい、次回の再認証
審査の時に、成果を見せてもらえることを
楽しみにしています。

現地審査では、審査員への説明に熱がこもる 各クラスで定期的に実施されるいじめについての話し合い

生徒と住民が壁画を描いて明るい雰囲気になった高架下 地域住民などが話し合い課題を抽出

審 査 員 の 声
住民の参加と取り
組みの継続が大切

　WHO（世界保健機関）が推奨
するセーフコミュニティ認証セン
ターが与える認証制度。けがや事
故、いじめ、暴力を予防し、安心・
安全な学校づくりを進める学校に
与えられる。市内では、平成22年
に清水小が全国で2番目になる認
証を取得した。

※認証には「課題を理解し、継続可能な活
動をしているか」「活動の結果を客観的に評
価し、次の活動へつなげているか」など八
つの指標を満たすことが必要。

ISS認証制度とは

認証取得までの道のり
❶認証取得に向けた取り組み宣言→❷
ISS活動の実施→❸申請書の提出→❹審
査員による書類・現地審査→❺認証取得

　

睦
合
東
中
学
校
が
、
安
心
・
安
全
な
教
育
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
学
校
に
与
え
ら
れ
る
「
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
」（
以
下
「
Ｉ
Ｓ
Ｓ
」）
の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
活
動
の
開
始
か
ら
2

年
。
そ
こ
に
は
、
自
分
た
ち
の
学
校
を
よ
り
安
心
・
安
全
な
学
び
舎
に
し
よ
う
と
、
自
ら
考
え
、
話
し
合

い
、
課
題
を
解
決
し
て
い
く
生
徒
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

力
を
合
わ
せ
て
課
題
を
解
決

生
徒
が
つ
く
る
安
心
・
安
全

 睦合東中の活動を紹介
CATV 12/1〜放送
あつぎ 元気Wave

整備されたランニングコースを元気に走る生徒たち
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市役所への郵便物は「〒243-8511厚木市役所◯◯課」で届きます。申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話番号　 ＝ファクス番号　 申＝ウェブでの申し込み可

	
あつぎ青春劇場
　①12月13日、14時～15時30分。
唄う！青春劇場カラオケグランド
チャンピオン大会（ゲスト・井上
まり子、立花伸一、宮川たかし、
椿はるな、浪

なみ

ちひろ）。レンブラ
ントホテル厚木（中町2-13-1）。
定員150人。1000円。②12月26日、
11時～12時30分。あつぎ青春劇場
落語会（出演・柳

やなぎ

家
や

禄
ろく

太
た

）。アミュー
あつぎ9階。定員100人。500円。
申当日直接会場へ。先着順。問商
業にぎわい課☎225-2840。 G 1
	
インターナショナルティーサロン
　12月13日、14時～16時。あつぎ市
民交流プラザ。外国籍市民とのクリ
スマス会。日本語での会話も可。200
円。申当日直接会場へ。問市民協働
推進課☎225-2215。 152504 G 1
	
ふれあいクリスマスコンサート！
　12月12日、13時～。ふれあいプ
ラザ（金田1156）。厚木北高校吹
奏楽部によるコンサート。定員
100人。無料。申当日直接会場へ。

問ふれあいプラザ☎225-2081。
	
応急手当上級救命講習会
　1月23日、9時～17時。睦合分署
（三田1475-1）。心肺蘇生法、AED
の取り扱い方法、大出血時の止血
法、傷病者の管理法などを学ぶ。
市内在住在勤在学で中学生以上の
方30人。無料。申12月14日までに
救急救命課☎223-9365へ。 申
141757 G 5
	
後期危険物取扱者保安講習会
　1月29日。第1種（給油取扱所）
＝9時40分～12時40分。第3種（一
般）＝13時20分～16時20分。文化
会館。危険物関係法令や災害予防
対策、施設の安全管理などの講習。
危険物取扱者免状を持ち、危険物
を取り扱っている方各270人。
4700円（県収入証紙代）。申消防
本部や各分署などにある申請書に
必要事項を書き、12月1日～1月7
日（消印有効）に〒238-0011横須
賀市米が浜通1-7-2-204県危険物
安全協会☎826-2177へ。先着順。
問予防課☎223-9369。 G 1

	
斎場施設見学会
　12月14日、①10時30分～②13時
30分～。斎場（下古沢548）。施設の
見学と葬儀の説明。定員各回30人。
無料。申12月1～13日までに市斎場
☎281-8595へ。先着順。 G 1
	
環境と自然体験ツアー
　12月20日、9時30分～16時30分。横
浜地方法務局厚木支局集合。バス
で巡る大規模太陽光発電所と七沢
自然ふれあいセンター。レクリエー
ションを通じて、環境と自然の大
切さを学ぶ。市内在住在学の小学生
と保護者140人。無料。申市ホー
ムページからダウンロードした申
込用紙に必要事項を書き、12月8日
（必着）までに郵送またはファクス
で〒105-6135東京都港区浜松町2-
4-1世界貿易センタービルオリッ
クス（株）グループ総務部財団事務
局☎03-3435-3126・薨03-3435-3158
へ。抽選。問環境政策課☎225-2746。
	
植物鑑定団	in	あつぎ
　12月16日、13時30分～15時30分。
郷土資料館。撮影した野生植物の
名前や生態などを専門家が鑑定。
無料。申当日直接会場へ。希望者
多数の場合は、鑑定枚数を限定す
る場合もあります。問郷土資料館
☎225－2515。 152454 G 1
	
植物講演会
　12月13日、13時30分～15時30分。
郷土資料館。外来植物の現状や最新
の調査研究を紹介。定員30人。無料。
申当日直接会場へ。先着順。問郷土
資料館☎225－2515。 152453 G 1
	
物忘れ予防・脳いきいき教
室～室内編～
　1月7日～3月3日の毎週木曜（2
月11日除く、全8回）、14時～16時。
あつぎ市民交流プラザ。軽運動を
取り入れた認知症予防。市内在住
で65歳以上の方25人（要介護認定
の方を除く）。無料。申直接、電
話またはハガキ、ファクスに教室
名、〒住所、氏名、生年月日、電
話番号を書き、12月14日（必着）
までに〒243-8511健康長寿課☎

225-2388・薨221-1640へ。抽選。
申 152497 G 1
	
物忘れ予防・脳いきいき教
室～おでかけプログラム～
　1月5日～2月23日の毎週火曜（全
8回）。10時～12時。あつぎ市民交
流プラザ。ウオーキングを取り入
れた認知症予防。市内在住で65歳
以上の方25人（要介護認定者を除
く）。無料。申直接または電話、ハガ
キ、ファクスに教室名、〒住所、氏
名、生年月日、電話番号を書き、12
月14日（必着）までに〒243-8511健
康長寿課☎225-2388・薨221-1640
へ。抽選。 申 152498 G 1
	
荻野運動公園第3期水泳教室
　《日時》①～③1月6日～3月9日
の水曜（全10回）④1月8日～3月18
日の金曜（全10回）⑤～⑨1月9日
～3月19日の土曜（全10回）。①10
時30分～11時20分②15時30分～16
時20分③16時30分～17時20分④10
時30分～11時20分⑤10時30分～11
時20分⑥11時30分～12時20分⑦13
時30分～14時20分⑧14時30分～15
時20分⑨15時30分～16時20分。《会
場》荻野運動公園（中荻野1500）《対
象》①・④高校生以上（④のみ水
中ウオーキング）、②・⑤・⑥4～
6歳未就学児、③・⑦～⑨小学生《定
員》①・②・④～⑥15人、③・⑦
～⑨20人《料金》①7000円。②～
⑨5000円申12月20日までに荻野運
動公園☎225-2689へ。抽選。 ①
152530②152532③152535④152537⑤
152538⑥152539⑦152540⑧152542⑨
152543
	
体育協会のスポーツ教室

■ジュニアバドミントン教室
　1月16・23・30、2月13・20日（全
5回）。13時30分～15時30分。東町
スポーツセンター。市内在住の小
中学生40人。2000円。 申 152518
■初心者空手道教室
　1月17・24・31日（全3回）、10時～
11時30分。東町スポーツセンター。
市内在住在勤在学の小学生以上の
方20人。800円。 申 152519
　いずれも基礎技術の講習。申ハ
ガキ、ファクスに教室名、〒住所、

タウンガイド

印の番号で、ウェブ上から詳しい情
報をご覧になれます。「 申」と記され
たものは、申し込みもできます。

www.mytownclub.com

市制60周年記念事業

1月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

12月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

マイタウンクラブ

ＧポイントG
G印は、あゆコロちゃんG

げ

EN
ん

K
き

Iポイント
「Ｇポイント」の対象事業です。数字
分のポイントが付与されます。

問国保年金課☎225-2120

～整骨院・接骨院のかかり方に注意～

厚木シティプラザ

　広報あつぎや広報番組を活用した平和学習が11月6日、睦
合中学校で実施されました。1・2年生313人が、戦争経験者
の話から戦争の悲惨さと平和の尊さを考えました。

　授業は、8月1日発行の広報あつぎで特集した、戦争経験者と中高生が意見を交
わす座談会を基に展開されました。生徒たちは広報紙を読み、広報番組を視聴し
た後、座談会に出席していた杉山潔

きよし

さん（92・
戸田）を迎え、青春時代の生活や戦場でつら
かったことなどを聞きました。杉山さんは「平
和を維持していくため、今はいろいろなこと
を勉強してください」と訴えていました。
　広報あつぎなどを使った平和学習は、玉川
中でも実施されています。自分が住む地域の
記憶に触れることで、戦争をより身近に捉え、
考えるきっかけにつなげています。 杉山さんが、生徒たちに平和の尊さを訴えた

「広報あつぎ」や広報番組「あつぎ
元気Wave」を平和学習に活用
睦中ピースプロジェクト〜平和へのメッセージを語り継ぐ〜を開催

■■
■■
街 の
話 題

健康保険を適切に使用しましょう
　整骨院・接骨院で、柔道整復師から施術を受けた場合、健
康保険が適用される範囲は限られています。
　以下の点に注意して、施術を受けましょう。

【適用される場合】
　打撲、捻挫、挫傷、骨折、不全骨折（ひび）、脱臼
※仕事中や通勤途中の負傷は、労災保険が適用されます。

【適用されない場合】
　単なる肩凝り、筋肉疲労、マッサージ代わりの利用、病気
（神経痛、リウマチ、関節炎、ヘルニアなど）からくる痛み、
脳疾患後遺症などの慢性病、症状の改善が見られない長期の
治療（腰痛などの慢性疾患）など
●療養費の支給を申請する場合は、内容をよく確認し本人が
署名してください。
●申請内容によっては、電話や文書で施術内容を確認するこ
ともあるので、領収書は必ず保管してください。
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みみ んん ななの で
つくる
声声

ままちち

氏名（ふりがな）、年齢、性別、
電話番号を書き、12月15日（必着）
までに〒243-0039温水西1-27-1市
体育協会☎247-7212・薨248-7151
へ。抽選。
	
スポーツ全国大会などの出
場者情報を募集
　平成27年中の全国・国際大会に、
県または日本代表として出場（予
選会を通過、推薦など）した市民・
市内のクラブ・学校・事業所の情報
を募集します。申東町・猿ケ島・南
毛利スポーツセンター、及川球技
場にある報告書（市体育協会ホー
ムページからダウンロード可）に
必要事項を書き、大会の詳細が分
かる資料と予選会の結果、推薦書
などを添えて、郵送またはファク
ス、Ｅメールで、1月8日（必着）まで
に〒243-0039温水西1-27-1体育協
会☎247-7212・薨248-7151・e-mail
=info@atsugi-taikyo.or.jpへ。
	
話し方講座～話力を身につ
け、職場で地域で実力発揮～
　1月23日、10時～16時。あつぎ市
民交流プラザ。仕事や家庭、地域な
どで自分の思いや意見を上手に話
す能力と聞く能力を身に付ける。
市内在住在勤在学の方30人。無料。
託児あり（1歳～小学3年生。要予
約）。申直接、電話またはハガキに
〒住所、氏名、電話番号、託児の
有無を書き、1月7日（必着）までに
〒243-8511市民協働推進課☎225-
2215へ。抽選。 申 152478 G 1
	
市封筒の広告主を募集
　法人市民税申告奨励用封筒に広
告を掲載する広告主を募集します。
　《発送予定数》約8000通（申告
対象事業者）《募集期間》12月1日
～28日。問市民税課☎225-2012。
	
社会保険料の控除対象保険
料額の通知
　平成27年中に納めた①国民健康
保険料②後期高齢者医療保険料③
介護保険料は、所得税や市・県民
税の申告時に社会保険料控除の対
象となります（対象者には1月中
旬にハガキを発送）。問①国保年

金課☎225-2123②☎225-2223③介
護保険課☎225-2393。
	
ひとり親家庭に修学資金な
どを貸し付け
　4月に高校、短大、大学、専修
学校などに進学予定の子どもを養
育する母子・父子・寡婦家庭に、
就学支度・修学資金を貸し付けて
います《金額》下の表の額内で必
要と認められる額。申電話でこど
も家庭課☎225-2241へ。審査の上、
申請の翌月末に決定。
区分 就学支度 修学（月額）
高
校

公立 15万円 1万8000円
私立 41万円 3万円　　

私立短大・
専門学校　 58万円 5万3000円

私立大学 58万円 5万4000円

	
第15回「あつぎ2016元旦
マラソン」参加者募集
　1月1日、9時30分～（受け付けは
8時30分から）。東京工芸大（飯山
1583）周辺道路。小学生1.5㌔、
中学生3㌔、一般（高校生以上）5㌔。
200円（保険料含む）。申当日直接
会場へ。問あつぎ元旦マラソン実
行委員会・中村☎080-1051-3962。

《パブリックコメント》
特別業務地区建築条例の一部改正
　《閲覧期間》12月1日～1月4日

《閲覧場所》都市計画課、市政情
報コーナー、公民館、本厚木･愛甲
石田駅連絡所、総合福祉センター、
中央図書館、あつぎ市民交流プラ
ザ、市ホームページ《応募資格》
市内在住在勤在学の方、市内で活
動する個人･法人･団体《応募方法》
閲覧場所にある用紙を備え付けの
「わたしの提案」箱に投函するか、
直接または郵送、ファクス、Eメー
ルで〒243-8511都市計画課☎225-
2401･薨222-8792･e-mail=4600@
city.atsugi.kanagawa.jpへ。

広報番組 ガ イ ド

放送時間（15分）　　　①12時～②19時30分～③22時45分～

番組はホームページ動画配信 CATV放送開始後に配信あつぎ元気Wave 検 索

※�内容や時間を変更す
る場合があります。

あゆチャンネル（11ch）

あつぎ 元気Wave

ケーブルテレビ ◆広がる安心・安全なまちづくり12月1日～15日
ISSの認証を取得した睦合東中の取り組みなどを紹介

12月の

問市民協働推進課☎225-2141

あつぎ市民ふれあい都市フォーラム

藍綬褒章
小
こ

宮
みや

　和
かず

子
こ

さん

（75・関口）
社会福祉功労＝元民
生委員児童委員

黄綬褒章
堀
ほり

　純
じゅん

さん

（74・中町）
業務精励（理容師、
卓越技能）＝現ヘ
アーサロンホリ経営

秋の叙勲・褒章

・・・・・・・・・・褒　章・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・叙　勲・・・・・・・・・・

　秋の叙勲・褒章が発表されました。市内で受章された皆さん
を紹介します。おめでとうございます。

じ　　ょ く　　ん ほ　　う し　ょ　う

瑞宝双光章
横
よこ

森
もり

　則
のり

彦
ひこ

さん

（71・栄町）
警察功労＝元神奈川
県警部

瑞宝単光章
石
いし

井
い

　三
さぶ

郎
ろう

さん

（68・温水西）
防衛功労＝元准陸尉

瑞宝双光章
澤
さわ

谷
や

　與
よ

司
し

隆
たか

さん

（65・戸室）
消防功労＝元東京消
防庁消防正監

瑞宝小綬章
林
はやし

　正
まさ

行
ゆき

さん

（71・下荻野）
議院警察功労=元衆
議院参事

瑞宝双光章
三
みつ

橋
はし

　政
まさ

行
ゆき

さん

（68・七沢）
消防功労＝元伊勢原
市消防監

瑞宝双光章
三
み

武
たけ

　健
けん

太
た

郎
ろう

さん

（73・田村町）
更生保護功労=現保
護司

瑞宝単光章
碓
うす

井
い

　勉
つとむ

さん

（71・山際）
警察功労＝元神奈川
県警部補

瑞宝単光章
太
おお

田
た

　武
たけ

子
こ

さん

（80・緑ケ丘）
統計調査功労=元各
種統計調査員

瑞宝単光章
川
かわ

村
むら

　せつ子
こ

さん

（75・まつかげ台）
統計調査功労=元各
種統計調査員

瑞宝単光章
山
やま

口
ぐち

　善
よし

宏
ひろ

さん

（63・戸田）
鉄道業務功労=元小
田急電鉄株式会社電
気司令所長

瑞宝単光章
横
よこ

谷
や

　正
まさ

春
はる

さん

（72・恩名）
消防功労＝元厚木市
消防司令長

以上の皆さんに加え、瑞宝
双光章に2人、瑞宝単光章
に1人が受章されました。

　1986年開催のサッカーＷ杯メキシコ大会で実況デビューを飾り、
以後、多くのスポーツ実況などで活躍している山

や ま

本
も と

浩
ひろし

さんを講師に、
身近な人との「ふれあい」の大切さについて考えます。

プロフィル　昭和28年4月
12日生まれ。元ＮＨＫアナ
ウンサー、解説委員。現法政
大学スポーツ健康学部教授。

《日時》1月30日　13時30分～15時30分
《会場》文化会館
《対象》市内在住在勤在学の方376人
　　　（当日は手話通訳があります）
申直接、電話またはハガキ、ファクスに講
座名、〒住所、氏名、電話番号、託児（1歳
～小学3年生）の有無を書き、1月7日（必着）
までに〒243-8511市民協働推進課薨225-
4612へ。抽選。 G 1

深めよう!人と人とのつながり

～地域福祉推進大会～

　11月15日発行の広報あつぎ3面
の記事に一部誤りがありました。
「ニューイヤーコンサート」の申
し込み先は、文化会館☎224-9999
または小川☎090-3591-0568です。

あつぎ健康相談ダイヤル24
◎�発信者番号は通知設定でおかけくだ� �
さい

◆相談内容：健康、医療、介護、育児、メンタルヘルス ◆医療機関情報の提供
※医療機関を受診すべきか迷ったら、まず電話でご相談を

☎0120- 3
さわやか1番

1 -4
よ

1
い

5
ここ

6
ろ

フリーダイヤル（無料） 受付時間/24時間・年中無休



この「広報あつぎ」は、再生紙を使用しています。不用になりましたら、資源回収にお出しください。

Atsugi Brilliant Story 2015アツギ　　　　　　　　　　　　　　　ブリリアント　　　　　　ストーリー

厚木市
の

人　口 ※65歳以上、外国人市民は住民基本台帳による

人　口

世帯数

「広報あつぎ」では、自主財源確保のため広告掲載事業を実施しています。広告掲載の申し込みは㈱相鉄エージェンシー☎045-450-1804へ。

（11月1日現在） 9万7500世帯 ―前月比57世帯増―

22万5380人（男11万7156人、女10万8224人） 
―前月比33人増―

●6 5 歳以上＝5万1493人（男2万4061人、女2万7432人）
●外国人市民＝5936人（男2986人、女2950人）

　ことしも、本厚木駅前を彩るイルミ
ネーションを設置しました。デザインは、
「あつぎ鮎まつり」で打ち上げられるス
ターマインやナイアガラなどをイメー
ジ。ピンクやパープル、ゴールドの光
が輝き、にっこり笑ったあゆコロちゃん
と共に市制60周年のお祝いムードを演

出しています。
　装飾にはＬＥＤ電球を使用。風力や太
陽光などの再生可能エネルギーから生
まれたグリーン電力を使い、環境にも
配慮しています。市街地の夜を彩る幻
想的な光を、ぜひお楽しみください。
� 問商業にぎわい課☎225-2840 撮影：市民リポーター大坪政文さん

　12月は交通量が増え、事故が多発します。一人一人が交通ルールや
マナーを守り、無事故で新年を迎えましょう。

問くらし交通安全課☎225-2760

点灯期間

市制60周年記念事業

平成25年のパレードの様子

日時　12月12日　13時30分～
場所　日立オートモティブシステム
ズ株式会社厚木事業所（恩名
4-7-1）
内容　交通安全功労者などの表
彰、千葉大学名誉教授による「交
通安全」がテーマの講演
申当日直接会場へ。無料。

日時　12月19日
　　　13時30分～（雨天中止）
コース　厚木中央公園～あつぎ
大通り～本厚木駅前～厚木一番
街通り～厚木中央公園
ゲスト　県警察音楽隊、ブレイブ
ボードのギネス世界記録
を達成した小鮎中の生徒

年末の交通事故に気を付けましょう

2月14日まで　17時～23時
（12月23～25日は25時まで）

12月11～20日は
交通事故防止運動を展開

市民総ぐるみ大会 交通事故防止パレード


